
図 4．生江：食料品店立ち寄り頻度 

商店街名 　　　【赤三】 　　　【蕪村】 　　　【生江】
商店街総延長(m) 645 425 454
スーパー立地タイプ 　　　両端立地型 　　　　近隣立地型 　　　　中央立地型

平均立ち寄り平均移動 平均立ち寄り平均移動 平均立ち寄り平均移動
N 店舗数(ヶ所) 距離(m) N 店舗数(ヶ所) 距離(m) N 店舗数(ヶ所) 距離(m)

全体 91 2.37 262 84 2.44 285 74 2.59 191
性別 男性 13 1.92 262 17 3.59 307 17 3.00 198

女性 75 2.54 273 67 2.15 280 57 2.47 189
年齢 20歳未満 0 0.00 0 2 2.00 220 6 1.60 198

20代 6 2.67 339 6 1.50 254 3 2.00 222
30-40代 12 1.70 220 17 1.93 277 17 2.24 191
50-60代 29 2.72 301 34 2.74 313 24 3.30 204
70歳以上 42 2.43 263 24 2.86 261 24 2.38 189

来訪目的 有り 37 2.46 296 59 2.36 286 30 2.34 170
無し 24 2.00 250 24 2.80 283 14 3.36 237
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第Ⅳ部門    商店街利用者の回遊特性とその要因分析 
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大阪工業大学工学部 学生員  田中 総一郎 

大阪工業大学工学部 学生員  立花 正樹 

大阪工業大学工学部 正会員  岩崎 義一 

 

1．研究の背景と目的 

近年、郊外型専門店や大規模量販店の立地の増加が

著しく、都心に必要な機能が郊外へ移転している。こ

れは消費者意識や生活スタイルの変化、そしてモータ

リゼーションの進展に伴う消費者の購買行動の変化に

起因するところが大きい。中心市街地の商店街では、

来訪者が減少し、衰退の一途をたどっている。 

本研究は、大阪市内における都島区及び旭区の商店

街のうち、鉄道駅から 1.5km 以上も離れた商店街を対

象とし、来訪者に対してアンケート調査を実施するこ

とにより来訪者の回遊行動と店舗利用に関する実態と

要因を明らかにすることを目的とする。鉄道駅から離

れた商店街を対象とした理由は、駅利用者の通過交通

を含む場合には分析のノイズとなる可能性があり、こ

れを回避するためである。 

2．来訪者の回遊行動 

2－1 属性別にみる行動特性 

表 1 は商店街の属性別平均立ち寄り店舗数と平均移

動距離をみたものである。主な特徴のみを表すと赤三

商栄会・城北商店街(以下赤三)では、来訪目的有りの

移動距離（296ｍ）が全体平均（262ｍ）を大きく上回

っている。蕪村商店街(以下蕪村)では、立ち寄り店舗

数を性別でみると、男性(3.59)は女性（2.15）の約 1.7

倍である。生江商店会(以下生江)では、立ち寄り店舗

数を来訪目的の有無でみると、目的無し(3.36)は目的

有り（2.34）の約 1.4 倍である。各商店街とも 50－60

代の平均立ち寄り店舗数は、各商店街の全体平均を上 

 

 

 

 

 

 

 

 

回っている(表 1)。なおこれらは、いずれのゾーンに

おいても中小規模小売店（以下スーパー）の立地場所

が影響していると考えられ（後述）、スーパーの立地

におけるタイプ分け（つまり、両端立地型、近隣立地

型、中央立地型）による全体の平均移動距離は、近隣

立地型、両端立地型、中央立地型の順に短くなる。こ

れよりスーパーの立地が商店街の中央に近いほど、移

動距離が短くなると考えられる(表 1)。 

更に店舗の業種ごとに一人当たりの立ち寄り頻度

(店舗の訪問者数/商店街来訪者数)をみると、赤三では

衣料品店、蕪村では医療施設、生江では食料品店が多

い(図 1)。この訪問者が多かった店舗について性別で

みてみると、赤三の衣料品店では 50 代以上の中高年層

が多く(図 2)、蕪村の医療施設では 30 代以上で男性が

多かった(図 3)。生江の食料品店では、30－40 代及び

50－60 代の中年層が多い(図 4)。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2－2 来訪者の商店街利用パターン 

図 5 は来訪者の店舗の利用パターンをみたものであ

る。スーパーのみ利用(以下スーパー)、スーパーと専

門店の両方を利用(以下ス＋専)、専門店のみ利用(以下

専門)、通過目的として利用(以下通過)の構成比とサン

プル数を表している。各商店街ともスーパーと専門店

の両方を利用することが最も多く、スーパーのみの利 

 

表 1.属性別平均立ち寄り店舗数と平均移動距離 

図 2．赤三：衣料品店立ち寄り頻度 

図 3．蕪村：医療施設立ち寄り頻度 

Takeshi MATSUMOTO, Soichiro TANAKA, Masaki TACHIBANA, Yoshikazu IWASAKI 

図 1．業種別 1人当たり立ち寄り頻度 
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Ａｎ  ：個人ｎの選択肢集合 

Ｐｉｎ：個人ｎが選択肢ｉ(ｉ=1,･･･,Ｉｎ) を選択する確率 

Ｖｉｎ：個人ｎが選択肢ｉから受ける効用の確定項 

λ ：効用の確率項のバラツキを示すパラメータ 

],,[ 1 Kθθθ ･･･=′   ：未知パラメータベクトル 

],,[ inKinkin XXX ･･･=  ：個人ｎの選択肢ｉの 

特性ベクトル 

区分 モデル
距離(ｍ） -0.001899

〔-2.758〕
食料品店舗数 0.578046

〔 1.273〕
医療施設数 0.145335

〔 1.627〕
適中率 70.59%
適中数 24
尤度比 0.714075
サンプル数 34
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区分 モデル1 モデル2 モデル3
店頭品の有無 　　－ 　　－ 0.838822

　　－ 　　－ 〔1.201〕
モダンさの有無 　　－ 68.803250 　　－

　　－ 〔56.512〕 　　－
入り口の広さ(ｍ) 　　－ 21.230309 　　－

　　－ 〔88.832〕 　　－
面積(㎡) 0.004940 　　－ 　　－

〔1.353〕 　　－ 　　－
スーパーからの距離(ｍ) -0.035900 -1.306827 -0.064300

〔-1.873〕 〔-162.099〕〔-2.685〕
適中率 66.67% 50.00% 73.68%
適中数 14 7 14
尤度比 0.713026 0.77351172 0.834634
サンプル数 21 14 19

0

5

10

15

20

25

30

35

40

45

スーパー ス＋専 専門 通過

（
人

）

0%

10%

20%

30%

40%

50%

60%
赤三（サンプル数）

蕪村（サンプル数）

生江（サンプル数）

赤三（構成比）

蕪村（構成比）

生江（構成比）

用も多い。一方専門店のみの利用もあるものの比較的

少ない。スーパーと専門店の両方の利用が最も多かっ

たことを考えると、スーパーの存在は来訪者の専門店

への立ち寄りを誘発していると考えられる(図 5)。と

くに生江の両店舗利用の構成比が高くなっている。こ

れは中央立地型であり、 

スーパーの近くに専門店 

が多く立地していること 

が原因と考えられる。 

3．スーパー利用者の専門店利用特性  

図 6～8 は、スーパー利用者による専門店利用の実態

をみたものである。赤三では、城北小学校前通りの果

物店、喫茶店、そして衣料品店の立ち寄りが目立って

おり、城北商店街通りでは、百円ショップの立ち寄り

が多い(図 6)。蕪村では、蕪村商店街通りの書店、文

具店、花屋など日用雑貨店の立ち寄りが目立っており、

大東郵便局前通りは、医院、薬局の立ち寄り多い(図

7)。生江では、生江小学校前通りに立地する花屋や生

江郵便局前通りに立地する雑貨店、商店やパン屋など

の立ち寄りが目立つ(図 8)。以上より①日常生活で必 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

要な商品やサービス、見舞いや贈答品などとして多目 

的に利用される商品を扱っている店舗の立ち寄りが多 

い。②社交や憩いの場である喫茶店の利用が高い。③

需要が高い業種の店舗が数多く立ち並び、かつ店舗が

密集し、スーパーの近隣に位置する通りに来訪者の立

ち寄りと往来が多い傾向がある。 

4．来訪者の商店街選択と専門店選択要因分析 

多項ロジットモデル(式 1)により選択要因を評価す

る。商店街選択の分析結果を表 2に示す。また各商店

街の専門店選択の分析結果を表 3に示す。分析結果よ

り商店街選択要因は自宅からの距離や食料品店舗数、

医療施設数であることがわかる。また専門店選択要因

は、全ての商店街で共通してスーパーからの距離が影

響しているほか、各商店街ごとに異なるモダンさの有

無や店舗面積など専門店の“造り”や“構え”が要因

であることがわかる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

5．結論 

これまでの分析結果により商店街活性化のためには

以下の点が重要である。 

1)スーパーを立地させ、その通りに主力店舗(=立ち寄

り数が多い業種の店舗)を配置するなどスーパーとの

関わりをもった専門店配置。 

2)日常生活だけでなく神仏のお供えや見舞いなどの商

品を揃え、かつモダンさなど個性ある店舗創り。 

3)商売目的だけでなく、来訪者の各種滞留(社交や憩

い)の場を提供する空間創り。 
《注釈》 

聞き取りアンケート調査を実施した。配布日は 2007 年 11 月 3 日、5日、7～10 日、19～23

日に行った。各ゾーンとも配布時間帯は 10：00～17：00。アンケート内容は、年齢、職業、

同伴者種、店舗間移動手段、来訪目的の有無などを問うほか、添付の商店街地図に普段の

歩行経路を記入させるものである。アンケート回収サンプル数は、赤三 91、蕪村 84、生江

74 であった。 
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（式 1） 

表 2．商店街選択要因分析結果

図 8.スーパー利用者（41 人）による
専門店立ち寄り人数分布図（生江） 

図 7.スーパー利用者（34 人）による 
専門店立ち寄り人数分布図（蕪村） 

図 5.来訪者の店舗利用パターン 

S：スーパー
M：医療
B：美容・理容
R：飲食

G：食料品

C：衣料品
D：日用雑貨

E：電化製品

業種表示記号 

往来人数 

5人未満

10人未満

10人以上

1
5
10
30（人）

店舗立ち寄り人数 

図 6.スーパー利用者（35 人）による 
専門店立ち寄り人数分布図（赤三） 

表 3．店舗選択要因分析結果 

 

モデル 1：赤三商栄会・城北商店街 

モデル 2：蕪村商店街 

モデル 3：生江商店会 

（注記） 

・〔 〕はｔ値 

・ 適中率＝(適中数) / (サンプル数)×100 
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